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●インドにおける災害　
インドは、国土面積では世界第
七位（三二六万二二六三平方キロメートル） 、人口では世界第二位（一二億人）の国である。南アジアに位置し、三方をアラビア海、インド洋、ベンガル湾に囲まれている。北 はヒマラヤ山脈が連なる。　
インドは、 その自然地理的条件、
土地の特性、気候条件により 世界で最も災害に見舞われやすい国の一つとなっており、様々な種類の自然災害にさらされている。これまで数々の災害を経験し 数千もの人命が失われ、数百万人が家を失い、人々 財産に多大な損害が生じている。言うまでも く災害には自然災害だけでなく、人為的災害 含まれる。◦
 地震…インドは過去二〇年間で一〇回の大地震を経験し、三万
五〇〇〇以上の人命が失われた。国土面積全体の約五八％の地域が中程度から非常に高い震度の地震が発生する危険にさらされている。ヒマラヤ山脈では常に地殻変動が起きており、その結果とし 震や地滑りが頻発している。
◦
 洪水…ヒンドスタン平野では毎年洪水が起きており、例年、数千人が命を堕とし、数百人が家を失い、八〇〇万ヘクタールの農地が被害に遭っている。インドでは年間降水量の七五％がモンスーンの季節（六〜九月）に集中している。そのため、この時期にはほぼ全ての河川が増し、土砂堆積、排水路 氾濫土地の浸水が発生している。四〇〇〇万ヘクタールの土地が洪水に対し脆弱であり、毎年三〇〇〇万人が洪水 影響を被って
いる。洪水は乾燥地帯や半乾燥地帯では深刻な干ばつをも引き起こしている。 （国土面積の約一二％が洪水の起こりやすい域となっている。 ）
◦
 サイクロンと津波…インドに約八〇〇〇キロメートル 長い海岸線があり、海岸線全域が津波、サイクロン、高波、高潮などの危険にさらされている。平均して毎年五〜六回トロピカルサイクロンが直撃してお そのうち二〜三回は非常に激しいものである。ベ ガル湾でのサイクロンの発生数はアラビア海の約四倍である。毎年、東海岸はサイクロンや津波の被害に遭っている。オリッサスーパーサイクロン（一九九九年）やインド洋大津波（二〇〇四年）では数千人の命が奪われ、農地は荒廃し、何十万人もの人々が家
を失った。最近ではチェンナイのマドラス大学図書館が二〇〇四年 大津波による被害に遭い、水害が報告されてい［A
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◦
 その他…火災 干ばつ、地滑り、寒波、鉄道・航空・交通事故などでも多くの犠牲が出ている。火災は図書館を跡形もなく破壊してしまう可能性がある。例えば、インド国内のナーランダ大学およびタキシラ大学の図書館やアフガニスタン、イラク 図書館は、火災により破壊された図書館の事例である。
●
 インドにおける災害管理：制度的枠組み
　
災害の発生頻度と激しさは深刻
さを増しており、政策立案者や行政当局は、制度面や政策面の枠組みを再検討し、インドにおける総合的な災害管理の新たな枠組みを構築することを迫られ いる。　
二〇〇五年にインド議会で可決
された「災害管理法」により、災害管理の包括的な法的・制度的枠組みが構築され、 二〇〇九年に 「国家災害管理政策」が承認された。　
災害管理法（二〇〇五年）の要
? ?
災害と図書館
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点は次のとおりである。⑴
 国レベル、州レベル、県レベルで、それぞれ「国家災害管理局（ＮＤＭＡ） 」 、 「州災害管理局 （ＳＤＭＡ） 」 、 「県災害管理局（ＤＤＭＡ） 」を設置。
 ⑵
 「国家災害対応部隊 （ＮＤＲＦ） 」を編成。
⑶
 緊急時のための「国家災害準備基金」と「州災害準備基金 を設置。
⑷
 災害の被害軽減や応急措置に対する出資者を取りまとめるための「国立災害軽減研究所（ＮＩＤＭ）を設立。
⑸
 災害時 救助、復興、リスク軽減の取り組みへの企業やＮＧＯなど多様な出資者の参加呼び込み。
⑹
 ＮＤＭＡの下に、内務大臣を委員長として災害軽減に関する各省庁の職務を監視、調整、監督する中央執行委員会（ＮＥＣ）の設立。
⑺
 州レベルの救済および復興 担当省庁を改称して 「災害管理省」とし、災害軽減、リスク軽減、防災準備、応急措置を所管。
　
ＮＤＭＡは 一般市民 防災訓
練、各種消火器、消防士の訓練、都市における洪水管理などに関し
て二〇一二年に数々の有益な文書を刊行している（文末の文献一覧を参照されたい） 。他方で、災害管理法（二〇〇五年）や国家災害管理政策（二〇〇九年 には、図書館、博物館、公文書館等の防災計画については一切言及されていない。それらの災害管理は州、 県、地域の当局 委ねられているのというのが現状である。●
 インド国内の大学図書館における災害対策
　
三五の州および連邦直轄領のう
ち二七が災害の起こりやす 地域である。化学攻撃やテロ攻撃といったその他の につ て予測される脅威も加えると、インドの国土全体が脆弱であり、早急な対応と持続的な取り組みが求められる［
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高等教育のパイオニアであることを誇りとしており、約五五〇校もの大学があ 。多くの大学図書館は、図書、雑誌、学位論文、報告書のほかにも、自筆稿本やその他の希少文書など貴重な蔵書を揃えている。災害は、どこでも いつでも前触れなく起こりうるものであり、災害管理政策が い場合にはとりわけ甚大な永続的損失をも
たらす可能性がある。学校は災害に対して非常に脆弱であり、インドでは地震により人命や財産が失われた事例が発生している。学生や教員への防災訓練の取り組みがなされている。詳細は「災害管理情報システム」ウェブサイト（h
ttp
://w
w
w
.sristi.o
rg/d
m
is/
school_project ）を参照された
い。　
本稿の執筆にあたり、 「高」か
ら「最高」の地震危険区域に所在する大学一五校の大学図書館職員に無作為で電話で連絡を取った。その中で、災害計画を設けている大学図書館はなく、消火器が設置されているのみであった。図書館職員への訓練は、消火器の設置時に行われただけで、継続的には実施されていない。防災訓練が過去に実施されたことはない。大学図書館職員等は、大学図書館 災害計画に関して無頓着な様子であった。一部の大学図書館では煙・火災警報機すら設置されておらず、これまで何事もなかったので必要ないと考えているようである。現状を当然のこととみなすため、関心に ってし うのだ。大学図書館員等は、大学内の他の部署では災害管理のワークショップや訓
練を実施していると堂々と述べていた。インド国内の大学図書館のウェブサイトで災害計画に関する情報がほとんど掲載されていないのは、このためである。　
図書館情報学の文献、ウェブサ
イト、非公式の情報源、大学図書館職員への聞き取り調査での回答などから得られた に基づき、インド国内の大学図書館はそれぞれの図書館での災害計画を重要視していないことが判明した。建物には消火器が設置されているが、実際に使用された も、訓練に用いられたことも 。こうした訓練は存在しないに等しく、優先順位の最後尾 追いやら ているのである。残念ながら、 災害管理、災害（緊急）計画、防災計画、リスク評価・管理といった言葉を知識の管理者たる図書館職員は、耳にしたことがない。こうした分野にはインドにおける図書館情報学のカリキュラムでも十分な重要性がおかれておらず、その結果、図書館情報学を専攻する学生やその教員の災害管理に対する意識 欠落を招いている［
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しかし、例外もある。インド工
科大学マドラス校の図書館 、災害計画が策定され、実施されてい
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る好例である。いくつかの特長を挙げると、無停電電源装置が用意されており、また火災警報器が各階に設置されており、職員がその取り扱いの訓練を受けている。図書館職員を対象とした防災訓練も実施されている。建物外には消火器が設置されて る。また ユニークな排水システムとして、洪水等が発生した際に、安全な場所に水を流すための高さ約一メートルの煉瓦で造られた水路が設けられている。最先端の電子セキュリティシステムも備えている。図書館内に消火器の使い方に関するガイドラインが掲示されている。また、非常時に電源を切らなければならない場合に一つのスイッチでこれを行うことのできる単一スイッチ制御も導入されている。こうした種類の対策が、あらゆる図書館で行わることが期待 る。詳細は、w
w
w
.naclin.org/H
arishC
handra.
ppt を参照されたい。
　
津波の後、インド政府は州及び
県による対策の実施を積極的に推し進めており、多くの州が独自の災害計画を定めている。しかし、こうした対策は大学運営者 責任であるため、大学図書館は関係ていない。多くの大学や研究所が
災害管理に関する教育を行っている。 「国内災害知識ネットワーク」が、重要な図書館や災害リスク削減に関わる機関やインドや世界のデータベースをつなげる「ネットワークのネットワーク」として構築されること 模索された。このネット は、サイバ スペースを通じて、知識を伝えて市民の認識を高めたり、知識を基盤とした取り組みを確立したり、防災訓練プログラム 推進したりすることを目的としている（大きな可能性を持つこのネットワークは未だ構築の途上にあるため、残念ながら詳細な情報は得られない）［N
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●終わりに　
大学認定委員会は、大学を束ね
る最高機関である。この大学認定機関が全大学図書館 対して災害計画の策定を義務づけ べきである。また、大学当局が災害計画の策定および実施を取りはからわねばならない。さらに、 図書館職員、大学のエンジニア、建築士、そし
て自校の図書館ですでに災害計画を実施している専門家といえる図書館職員などで構成されるチームを編成して計画を策定するべきある。新規の建物であれば建設時にこれ 念頭に置くことができが、すでに稼働している大学図書館については、計画を策定し、その計画を字義上 おいても精神においてもしかるべく実施すべきである。図書 職員が定期的に訓練を受け、防災訓練では図書館職員のみならず、教員や学生も参加して、緊急事態が起きた場合について認識させるようにしなければならない。　
インドにおける図書館と情報の
専門職員は、専門家の意見を聞いて、自校の図書館の災害計画を策定する責任を負うべきである。図書館協会がワークショップやセミナーを開催して、こ 見落とされてきた分野の重要性に光を当てることが求められる。（T
rishan
jitK
aur ／パンジャーブ大
学図書館情報学部教授）
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